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14.目標都市像を踏まえた景観形成における合意形成過程に関する研究

-函館市における基準遵守建物による高さ問題を卓例として-

Study on consensus building in townscape control based on the goal image of cities

-A case of height dispute caused by a building within the standard in Hakodate city-
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4高さ臆関わる論争と目標都市像の含意形成の経緯
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図 2二景観形成地域の用途地域

表 1:西部地区で活動す る組織の概要

名称 設立 *& 席性ー活動内容十

住氏函館の歴史的風土を守る会 1978地域住民函館近郊の市民 略称十度風童十F函館の歴史的風土を学びー知らせ,
守るBをモツト-に活動十1990年のマンション常鱒や川99年の借上市宮仕宅間嶺に奉加寸

元町倶楽部 198地域住民 ペンキ煉りたし研果てトヨタ財団から助成金を受

塞体 函館近郊の市民 叶､菌 からトラスト 立千 手団 こマ
ンシヨン筒洩.惜上市宮仕宅間腰に奉加↓

函館西部地区の高層建築を 1990 ハリストス正教会除のマンション計画を奨機にマンション反対運動の連合租嬢として殺立〔活動停止後､

の細級 地域住民上記2団体

考える舎 借上市嘗住宅間瀬時に活動を再開ヰ

伝統的建造物 ヱ000伝統的建造物の 借上市営住宅簡題において函館市との和解一二納得のいかない信頼的漣漬物保存会のメンバーを中心に
所有者の会 所有者 立十現在も伝枕的漣漬物の櫓喜連上帝を出すなどし

て抵抗を続けるヰ

柿政主@め租a西部地区手ちづくり懇話褒 ヱOOO市民団体濫獲所有者一般町民土地所有者商兼蘭儒者 借上市営住宅問怨敵ニ市民団体★土地所有者-町内会

などを集め､目煉蔀市価の強練を行う.話し合いは
平行棟をたどるが､今後も同様の経論を堰けるとい
う結論を出す+

条例検 IOOO書芸葺合メンバ-早強軽尊者市民団味÷恩風食十元町倶楽部以外き 万イドラインについて諌論¢ガイドラインの位音付

Ⅰ十が不十分との結論から､条例との尊合を貴椴審強
寺門都会 会に進吾したナまちづくリ懇話会の報告後は指定

尊物保存のあり方に関して謙論.

西部地区まちの将束偉会津 ヱ004-鍛住民一行政商発関騒者学級繰攻春(都市計画以外う西部地区の定住促進を目指して設置.地区の将東棟

を謙譲してから､それを実現する庵養内容も祷簿す
る寸鼻槻l二ついてはすでに解決済みとして謙譲なL,

酉部塘フォローアップ妻鼻会 2006将来権会++ 再来健舎強の漣言より作成された西部地区の末ちくり柵怨の実現状況を評価するために設立十韓韓的に目棟都市偉諌強を行う¢

-tqO-



欄二h/:ニト†諸佃7JaL-ト画学会 都市計画論文集 ＼t∴-1∴･',･J州7車 lL川

関連事項

I. ･ ･ - 11､一 ~ ･･･

むけた会議の設置
凝市費観保存対策事務職
函館市歴史耶草根鼻側韓畠丁婁鼻会

飽‥芸∴∵∴∵ニ- 行動の流れ っ汁 - 閤練的影響
額か - 義経的影響 一_二二:十簡単符裟舷に

影響する重要奉職

域住民･建築団体に対して吾卯月会

7S 函 館 の 歴史的風土を守る会
Lq6 元 町 偶 楽部

-- 1- - - -- - - -1 - ---- 1 - - -- 一驚 発 活 kh
一 一 - - 一 一 ト ー - - - - 一 一S6市長交代

幸 三 葦 三

87マンション喜十両増

｣ . , . ∴ ‥ ' :

保全のルール制定-- - - I- - - -- -- -- - - - -

0歴史的手段地域における
fJサインガ1′トライ

90草根条例内の轟き制限変更
関連地域見直L栂E,n
91高度地区指定

98支粍補的金利麿
9Cj借上市営注毛利膏

岨条例の遷宮と全市吋,応化

90谷地頭15･7LT)マンシ ョ ン を考え･L-D会害告立
函鴨西部地区の高層建 築 を考_iる会岩牧立+

_- - _ - - _ I_ - _ __

景根菜倒存在に安心 租織ごとの溝軌がメlLン

90マここシヨンが:.穴で

一 一90′＼リストユ正邦会場時の
マン･;,ヨン計画浮上

--91マ-,:-:/.ヨン問題終息

99市 長 :正代

とき

こ 〒二 ㌢ kl_L㌣ ~L;17JJ

長の金言=-と

きき息に向かう- - 1 00億土市 常12宅言残

ー ~ ~ - ~｢ ~03空軍よ し-.崇 £ 1･トTiiミミ崇
は二liLて.:約 か読 会 畳鎖 文化 財が削

LT)j貴退Jr:も不L:革

はこたて帝riかプロシェフ卜

07市長交代

マン･;.;ヨン連票蔓+ 油績住民が反発

嘩■長藷 1 マンション嬢論者エ与強十†一ト ー 一 一 一 一 - 一 一 - 1税明卓t 照 露霧 妾戯 表扇 完 森田
阜 計画与-部を単一 一 一 一 - - - - 琵 霊宝を妄都市像の議論

oo都市号痕審議会長倒壊誌専門部意 菜

西部地区まちづ＼り懇請卓 ■ ー- + ~ 一 一 - ~ 一 ~ ~ ~ ~ . 03-凄晃が
l l ■

k 雌司■■■ - r′嘗 …

将来像嚢連関縄 簾の展開 85番腎 区の鳶ちづくり鵬 策定
05舌根形成住宅草津尊貴勤怠和食 居イ主サポート串
06地域全潰まちづくりセンタ- fW iiIELhElm ト

図 3 ..函 館 市 の 高 さ に 関 わ る 景 観 論 争 の 経 緯 ･.S＼

定住人口確保の施策展開

借
上
市
営

住
宅
に
よ
る
景
税
問
題
時

た反対運動に発展

住民熊視などが争点

住民説明会を要求

れられず不満を発情

く-害蓋し合いは平行線

2度目の説明会直後

はウリ7 1建吏主の姐歩にも限界がある

各団体 1名ずつ奉加

図4二倍上市宮住宅

≡:.r ･･.い ･ :: ･: ･･･ ~･ ､･.

..､. ･ ･ . ･､ ･ _･･1

･ 十 一.. ･ .一~ .･1.~.･.. ,

･ . ~ ･ ･.+II.. ∴･一､

~ 一 ･ ･ .･.-､_ ':.､･I

･~･ .I . . ､ ･ .'｣工 -.I .一二･●

･''･ .･ -ミ . ;･･.: ∴ ･･.･

~ ､~ . 一･､ ‥一･●･ ･ '.･~∴

_､.●∴ .‥ . 1 . ･1. ､ : ･- ●-

･ ･･■ _ ･ ･ ･･･:･ ･ ･･ ･

.I-I_ .:I.･'～. 一一/I- ~.:

･. I.I:.㍗ ･.I.; .･･ . ･. - : ･･

l: :.･･~･･- _ ･ :. .' ･､ ･ .

■､ -. ∴= 一 ° ~ ･ 一､ ･

L･15; 貝仏像段階後期 ･1999年～ ,

･ 1!:iJ : .I .･ ､･ .

ガイ ドラインと条例の検量正

西部地区景観問規検討委員会 し2000･3･17- 7-
･条例横言正専門部会 し2000_8J31- 2002卜15､
･西部地区まちづくLJ想言吉舎

･伝建保存会1,1票差吉舎 こ2000･11307
･東根形戒指定建築物等所有者甘言主意

(2001122)

目標都市偉議論の挺

西部地区まちの将来像食油
120046~1- 2004日.151

'∴ ､■I-､ : .' ･':. ∴:ml､･･･ .I..

∴●.一､ ‥ト ー .-･.●･･

････.1 ､･､･ 一._. ' 川)"'; ･:.･

I ､_. ll . ･･一 一l一･! ､ -l.I.･･

. 一､ ._～ i･･‥ ･ 一･: . . ■

1. ･こ11-､∴ :II･ ･… _LI.､. . ･■･･

..: .'..I.ご~ ∴ ･ 一一.∫. ･.

･､..:.∴ 一･･ ･Ll.:∴-.･' I. I . ･ ･･∴

･㌦ ･ ･ ･- ~一: l .･ J .

-箆豊-



､ ･二 ･ ･ ･､. ･ ● ､ ､ ･ ･ ∫

､● ■ 1 - -●- ､ l-● - ､

' / ･ ′､ .･ ･ 一 l l･ ' : :･ _

･: い ' さ√ ■:･ i . I .. ～ ･' . ､ .

,∴ ･ : ■ ･ 一･･-･ 一･ 日 ‥ : ~ ''

~ 一 一l 1--l 一 一 一 一､ _- 一

､ ･ ､ ､ 仁 ･ ､ ･ 一 一 ､

--∴ I, -● 1 . 'r . 1･ . :いj･･ ● _ I

.' ･ : . ･･ ･ . ､･ ･ ､ '

. . ･ l 十 一I. ∴ : . ･' : 一 ･

､･ 一 ･ -. ･･l l . I. ･ -･･ ;l ● . L l ･

二 一 ･一 一一･ .･ ∴ 一 ､ 一. ､ ■ ･ ●

~‥ . 一･ … ･ 一一 二 ● -≡ ･: . ･. ､ :

~ ･ ･ ･. : ･ .･ lJ ■･､ . ･ ･ ~ . ､

借 上 市 営 住 宅 を 正 当 化 す る 変 更 と 反 対 団 体 をこ 判 断 さ れ 号 も

- ∴ / - ~ .一 ･ . '∴ ･ ‥

- _､一 一一一■ -●■ 一 ､ ､ - - ､

したがって認識の相違は縮ま っ た と は 貰 え ず ､ む し ろ 新 た

･･ ∴ ･: ･ ､. ･_ . ■ _ _.日 日 ･ ･

.､ ･ ･ ･-●-:-1L･･･..ト一･八∴ ′

: ･･-･.･∴ 一 ､ .､･･湖.. ∴:･.I､

:;一･lJ .I.' ...･.I;･.･ ､. ･ '･､･･.∴･.. ､

･ ･･. ,∴ -'､. 一･ ●-. -.･ 十.:T .t'.,

I.~1∴一∴.∴.･ ･. 一 _. ･~ ･ 一㌦- ･

各主体がとった立噂
≡ 開発派 静観瀬 保全派

劫 市貨団棒力畢 i!慕a%書経辛頃菖 芸慧芸て言霊竺プ蔓 俵民 選票-.ー他主体への働きかけ: 行ヰ

辛増竜 イ主民の一部. 妻説将 憂 市民団体 皐

害 住民大部台 車 協働‡ラ鞍 翠殺意

反発

∴ 養蚕を三重†. 随 藍 基堰強化

l暮す+
き 寮約着転承認挙諾

鋭喝-磯行

萱現荏蚕市長 住居の-部 住民大部分静観 響 謬･､し旦堅塁堕里二孝二基翠餐車*討指導_ 規制緩和要諦市民団体の一部協働 行聴き{市民母体大部分J様子見 反発

図6二時期別に見た主体間の相互関係

･ ∴ ; ! l ミ ･ . -: . ､ ●

. ･ 一 一･ .: ■ l .,､･ ･: -I : ■

三) 虫 部 地 区 に お 【7 る 主 体 芯 の 関 係 { 争 点 の 変 遷

ill 1 ÷ _イ本 間 の 謂 J系 の 変 遷

1 . ･ ･ : ■･ ● . . ~ . ･ ･ ･･ ､

ミ !丁･! . ･∴ -'-_ ･; ∴ I. ' ･ ● ､_ ~ ‥

･ . 二 ･ . ･ ･r ･ - ∴ 1 ､ I. 1､ ･

∫ )...･ ･ I L . . ､. ● - ':

:ゞ1 ･ .. ･ ~- : ~' ､ . ･･ ∴

-JI ･. ･･ . ･ r二 ･･ ･ ､ ∫/

派 と し/ー)間 に も十 立 間 係 も 発 生 す る L_. 19 9 1十 年 し:77マ ン シ ョ ン 間

･ ･ . ∴ ､ ･ ･._ ∴ . ∴ 一 ､ ㌢ ･ ∴

∴ ■ ､, :･ ､∴ ･･l･･ . ､ . ･

. ~. ∴ ･了 ･ I .. . . ･ ･∴ ･ ･

: ;. ∫_ ･ ~ ･ ･̀ ･･ ､一 ･ ･●∴

i:.. ･.く / ･､ .･. ･∴ '' . ∴ .･ -_ ･ ･ ~ ､

･ 僻 . ･･ 一 ､ ･､ ●: ･ 一 一 : ･_

議 論 停 止 を 経 た 2榊 8 年 の 借 上 市 営 住 宅 問 題 で は ､ 開 発

~ ●一 一■ 1 . -- - l _.lt一一 一 一一 一.

十 ､ : I-I . _ '二 _ _ ∴ - l 1-

.∴･-∴ : ' ･●･一一 ･ ･● 二 . . . ∴ ∴ 一 ･

∴ ･･ .･ 一 ･ 一 ･･･! .･ . ､･ ･｡

･∴ :紺 ･､ ･~∴. ‥ ･ ∴ ､. ､ . ･ . -

..~●一 ､ ･･･.1:: ≡.I:描 .･ ･ I:

､ I . ･. l､ ._､ . ･.∴二 一 _.･ ･∴ .一

に .I:■ 軋 一言･･. !･ _･ ~~ ･ _ ･

.･∴ - _･ ∴ - .～･一 一 一 一 一 ~･●･

5--2 争点の内容

､ ● .:' , ;.～ ･.､.(. T･-I.. ∴

I ･丁 ･ ､'･､ ･.､.■●･. ､.･_t■

-. :: ･･･､ _-.関 ､･ ･ 一･_

･ ' -l-≡ ､ :.･ ･:I,- l･∴ l1..II

' ー~1...･ -~ ･. ･･:: '一 ･

一~‥･~ ･ _､~′･ ･̀･･ ､-! ….

･~ ･ . ･ ･ ● .I/. '

5:t争点の変遭

, ..､ :..-.. ､､･ _. ､ .1

･ - :･.- _~･ .

IA/ . I:･･‥ ::･1 . _

-I_ ≡ I_ 辛

図7:函館市の経緯における争点･不満

-82-



(杜1ヒト本部t~棺卜画学会 都 市 計 画 論 文 集 10. ･･121 二007年 IOf-i

JoEL川 7̀[(申 ht･Cz'(_1.P/Lm HiTlg h7Stt'lttlL･(?rJL･lPL7n lV'JL4_?-3.()(.lL)bビf:_i()()ア

∴･. ･'3. I..: ･ . ･'/4 ･ 1 _I./i,

l:･::::言 ∴ : r-'.1 1､- -_･一･∴ ･ 二

一十 一 . ∴ ･､､∴ !､一･.I-｢■･ I ･･∴.工

I.-∴/:~ .･･√!● l･:･'I '･∴ ､･ ∴ ･=･;･~1 .･

･ -_: ､-'::: T,.∴ ･･ -.･'.I-'l,.' 二一･∴ ∴ ~･

: ､:.1･ ･ . 1･ ･ -■ ∵.∴= ･.. :1....

･∴ ~ :､工 .l･-I:･ .::. lr .l _一･･一･･` ､

=･●_ ･-･･ 門､.･ .･･･. ~･ ～. ､ ･･∴ ‥

lP '.I･･･､ (.･･●･.･' ･･.'･:･･'開 ･.い...1'･';

+･J:,1.-∴､-/ -.･∴ ･ .I.'1-.I._L､･ .､､ ~

･A .･ ∴ ∴･ √.1･':31-H,'rll:Li: 十

･∴ ~..I ･.{･:L･ ~･. . ' - ･ .:/

･;I. ･ :.~､････ .:..~一十 ~:..･1....､一一一

一 .･t.∴､.~~:､■ .~.:: ~〝.･.:･了 ､

5-/'恭埴値との阻係

･･.二＼ ･/ ･.'1.:･ ∴=-,て -∵; ･L'-:''ミ

るo相違形成期の論争で蔓ま住民間に地区指定の是非に関や

:.I,･ ･' '.､:' ､∴･･●:.:I,･.･.･.･-.I./…､一.-:･･;

.-･.' ~. :滞 ､､･-- l､･l=_. ~:･･:.I･;

I-･･一:り●一'J.:●一･:∴ ､: ､-.･工.-.･.I._.…∫.. -,

':･.I..,∴･一･ :･●･ ■- ::L':iI.'･ 一 ･一･･!●･∴･

･t.l!.:'-､叫;.'.:日/,_ ∴.･工 I'j･一､･ ･十･･二一

建物の場所性に関して対立が生じており､客観的をこ見ても

;_:'･'.:I:..:･,.･._ -..II/I:､:r･一･I.~∴:i-:' ∴

高さに関する認級に相違が存在したことが基準後退の原因

' ･/:- い~.I I.日. 1い･･∴一:::一･∴.1T二一･.､.･I,:I:''L

､√!-iミl.I-‥､･:■'･t..･ミ_･J ∴ ■･ ､I.I.~

I._∴ -.I/･･. :/,/ '. ;二言 .-∴ .I･:､l･'､

b･5 合意矧長の1崖進.阻害要因

'し促進要因

･､' 一 ㌦.､ニー::一･'∴ ･i∴ ･･1_1､-.･.': '､:i:㍗:･

∴･∴′･:'､･･∴ ･1.･Z､工 ∴ ･'こS!:

･._,∴●_.I:-･,I,･I_'∴- .L/､.･∴. ∴<野

.::･･∴ .､-■■''. '- ･:-I,/. '';醇.∴!I..･･: ∴､十

･･.:'r･･･.日!･'.:･こ~=･/;: ･‥l 't ･:･･･ 一:'L･,.･.Ll.

∴ :. ･､･/: '､●･∴.一･一･･' -∴.･∴f･.

2､阻害要五

･ ･ ･･一∴:･一･･･-t ､･:･.I,;･'::､ ∴-､･_L･:~･.

～I ･.:-._ ･‥.､･::立 .･-1･/ ･1∴-i∴ :

‥ ~∴●二 ･･.I/:● ･∴ ･･●､. .≡-‥1

ト∴∴ 一 二･.･･∴ ･ト･..､八十 号 ･ ..二 ●

!'l･､- ●､･･一 ･ ∴∴ ･.I ∴一･l.' I. ~∴ ;. ニ ー. I

I-Hl･･サ ･!●一一′･∴ ､.･･;l~･∴ 一ミ･..~ ∴ . /I . ･

･. ･工.I;･ ∴..;･∴･･一 一 gい 一 ･ 一 .卜 ∴ .-･､

:･--:･一十し･1.∴.~ ~ ･ - ' .∴ ㌦ l.:

.I:二･ 一･･;I/: ･一･▲.-=.I: :I ､ .･･ ~ ●･､

壷ずられ､目標都市像が労働牲段階であることを兇逃してし

I I_.･･し与●_∴ 巨∴. .言い 二_~ ●

.･ ..二･∴､二.､I...･'､.:I.I十 ･!､ 十 二l

･J･.こ-･ ..I. 1･∴ ~ ､･･∴ ･∴ ~､一j

図8:争点の変遷(14)

､1'∵-1･.;-:二､日∴ /: I∴ ~二..._I: .:.'_:/L:

I. I.: 一.∴ .リ●.･･!::sl､I:.1言･･.,.二.:~.-I:

･'J..::十 ∵.:.∴ ･.こ:い二‥･■､.I･一 ･-一 ･:'･_:･･･;-1/I.

･ ･:/_:'･･･ト ･･●.-1':I ･･-. ∴~●･I.･､ .

∴､･∴ .■.i.●:.､.'･L･い -.半十･/章･Jl~∴t.I-･‥こ

-･･∴十:､~l:i:-:1~:.･ ∴ ､i-:･'･.ト ･/ ､p∴ ●､: 一一

､.-I_..i~∴ 一一 j ･1-.::-.･･:!巨三 ~･!豆 .~工

了-:I･･Jl .I_ .･∫:､_.:.了 ′:./-･∴二捜

-･_L･:.･/ ･ I:,I ,i ･､∴･:.:､: ･･･ ~

'.I:L■_ ● ･工.一一､ ■.･:!号∴十 ､- ･

---∴ 一十㌦ ∴ ､･ .二!.l H･∴I､了.I/,･∴ ∴∴

:I.; ~､･.t.-;､-:-こ 工､ ･二:.lト,l'.一:t':(.I･1.･∴_

1-.･ ∴ ∫_･ミ ･,･' 1-㌦い :I'車.已.

:.∴･･'､∴:'fj.L]ll .､~: ･二･ ､･:...I:･●-;

･∴一.一･. ､:J'二°･一･･I: ･･..∴/+I'J｡.-r∴ ∴ ･r･::∴一

I:: ∴∫･■●■../.･･.脱､∴l' -.1■こ 1..･.I∫-:､:■

･.‥､ L.- i.:辛 t-I(..::/･.●.rJ､:.::'.､.I.∴ 一二一●_L､二

も鶏ため､議論の機会がな宅も合資が進まない状況であるo

G 継続的なEj標都市像議論の展笥

6 1 現状の目標都市像議論の枠組み

函 館 の 事 例 よ哲目標都市像の衆有･確立を維持するため

に は 轟腔 的 な 議論を展開する必要があることがわかったO

･ 一･一 ･ ~ こ.-十 ･穴日.1∴J･.･J.･;､J':.I.∴ -･,:､t･ :･

･. : :.二 …･ ･ ･I.I-:さ∴∴~_い~.一.二 l_ ･-

' 一･･.･ト ‥∴ '∴･､/･､ ･.:II.～-･1-了･∴ ･･:l工■

'･ ~ ::- ･/一･.'･.;~~∴Tj:･. I:LJ.こ㌻∴!J■: ･

･ , 'll. ':: ･････.Jこ･∴..-...･....:;十ト.1:

: ･'･; . _l_T1 . .∴ さ-: ミ1. '. .･･ ●･二 一･･r../-!.'.㌔;

･ . 一 一:ー: I :I : ･ ● : こ ∴ ~H_I. 工､･:(::.1;･, ,

' .:J :!:( ∴ 1 .: ''.: ･ . : ' ･ I･∴･一一.tlt,_:::.■ -.･■∴十

183-



図9:継続的議論の枠組 (左:現状 右:理想)
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【墓相辛】
調査に協力Lていただいた函館市僻Tf､肯き駆出区･=jll'主尺LJ~1与l,･､偲風会､
瑚丁朋語IrT,､写音線晋精しへ皆様に御礼申しとげますこ
【幸載主】
(1卜伝論文では七滴持佃 を参考に､E]f祭都府繁を工地域二百校･長瑚〕に捉
えた展望で､.き~':･成熟r,lrII幸三民が共通旨識を持ノ~-.)､し針~景観Rび住宅･商業施
宥罫71円滑な運営し′1前程として､行政:と住民が牲首する地域叫手張Lr,都市
像_とを義一~ト5｢圭た門標都市像Lr)｢確立｣は都市像IiLt;･11度内容が桂肯きJ.L
ている状態､席成寸土確立に向けて協力聞系･制度を作っていrTl'据軽とする:

''曽根~1確保等Lr)条件を満たすもLr日を市がコ0旧制音卜汗､建設費し71補助も
行;捕り度でしある【ニ:O()6隼までに10棟竣工しておi)､賢磯問題に憩尽した
J)i'iそJ-)第1号に裾二るL,鼠巨は畏観升弼地区は慶ii-1二)れる傾向二おる___
(:''日干-j~役所職員7針仲村象会議参無音3f]･厘毛Frll障 子',卜Ilち歴風会こi
Y,･元町陛雫語ロコもl･住民3裾二村して延べコ亜可､1回ふた叫勺90:,ltLr)
ヒアり:,-寄筒歪をコLIOt:'隼5服､ら1二目LIl期間にf十1-,{=L:.本研究ではニ1_∩
調査で得られた情報を半暦年限処とLた〕

系が3--100㌔と明ら離二転きな′福責率となってい;i':
(封高さ制限は1Om､13nl､コOm､コ5lmLn再垂類~ぐ､そij~囁鮎が乳蕉喝か{:,
しり函館l圧や函館港へし珊兆盟を阻害Lない高さである.ー1しかL藍要伝赤嶺tj撞
遷物群保存他区に帽まして高さ制限霊m冊と蛎Eが有/:3など欠点紅もるご
(7).R･観ギザ-仁･ガi'ドラ仁Y~では高さ制限ご5mし:['1地域でもィこも､二Llm
H_L二し･｢1高さLJr:,建物を計画する際に雄司辺環境に十雄二配慮守る､､.二などLI1景
観条例(=7ー)基準よりも厳しい数値でL,･-1駆りを呼びかけた.
LS)札軸III頂恒1灘7Yは行勤し欄寺間Erih･充巨､直接自撮饗はT''う動こよる結果､
問かモ舟三馨は結果をもたらした要[肘〕ひとっを表す-i,また情熱,I-変化に畏-:･
響する墓要事項は時期区分の境となるf'二頂わで､･LI-コ用量一票即日する､.
(9)嚇り強化と同時に函館山東南山鮭に最高高さ13mLT7高度地車を設置甘コ
･13ha上さらに南山麓に要綱による高さ制限13n卜r'1地域が設置される.i
(10)函良節軒ま､ガ1′ド=/インは景観条例を幸f駈IT=T-るもし,'1て､i･却甘銅ミノ甘土
ないと主張Lてい>;i:
Lll)住民ヒr1--'リンγによると､会談で市長卜煙勿し'塙さを下げる七的東し
たが､竃取まSPtg#Lrl建物LTトー部を6階にしただけJjl｣､さな変更だ一･つた
(1二~)これに対して行政は､二重規範を修正するたLtFltl.i,3十画である景観条
例に基準を含j~こせたとしているL,

高さや開発を許容するかLL:いう景観保全上でLT滝詫親し'1違いである.:,
(トtl札倒し7つ蕃鴇剥可TLハ争点･~荷駄/1｢f踊｣､千㈲~rlは｢内′軌 に細と滑る,_､
t151ガイドラ･1㌧d好rLJ)｢甘さは十百左段において詳しく説明している.,
(161車掌新町＼ハ偏冊凍ると言琵瀧していrJl'蔓且等は､景観保全において
f■f政は住民を先導十5立場.と主張しているこ
(_17)コ007年i町1市長選で市長は交代した
(..lSト-1わさし∩真偽はト明でかTI1.､しかL前文に記したよL-7な､住とtがf'諌
i二倍を抱くき一つかけとな･つた様LJな事実と銅-}せて考えると､市長Ln職務
上問題Lnない行為を､事業者寄りLハ立場に市長がいると住民が捉えること
は自然なt:葡tでLlr,･るLlそし頬吉果､行政下信がさらに強まったと考えr:,れるr
〔1両当初は閲封主民に対して個別に説得を行い､転結旨見し･.Tl存在を市掲司
体むごには公表していなかった ただLこJ)ことに関しては行政は｢隣接
住民が公然にしないように｣i-､閥離巨民は｢行政にllL上Ltflされた｣と主
張してi:H.1､両者LT)意見が食い違-:'ていr5こ
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